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昭 和 5 4 午 4  Ⅱ
昭 和 6 1 年 3  刀
平 成 5 年 3 打
平 成 1 2 年 4  打
平 成 1 4 午 3  打
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羽 木 学 術 振 興 会 流 動 研 究 U  [ 来 京 入 学 文 学 部 ] ( 5 4 年 3 j 」 ま で )
来 北 大 学 文 学 部 助 教 授
イ ン ド 学 研 究 の た め イ 1 1 外 研 究 U  と し て 英 同 に 川 帳 ( 6 2 午  l j j ま で )
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川 り 曵 9 年 ~ 現 イ 』 リ














4. fAbhisamay会lamkar'且10kaj (egrel-chen)における Rnam-dbye-tshig格
的助辞の考察一特に La司onrnampabdonのna,及びその特殊用法についてー,
『文化、1 第31巻 1号,昭和42年7月
5.サンスクリット語の PrefiX とそのチベソト語訳の問題(1),鍔倫写U 創仟リ号,
昭和43年5月
6. upasarga とそのチベツト語訳にっいて,『曹洞宗研究紀要』第 1号,昭和44年
11月'
フ. citt0如且da にっいて,『印U、研」第19巻 1号,昭和45年12月.






2Ⅱ . 『 M u k t i k 五 V a l i 』 に つ い て , 『 印 イ 1 、 研 』 第 2 3 巻 1 号 , 昭 和 4 9 年 1 2 月
1 2 .  A r y a - v i m u k t a s e n a  :  A b h i s a m a y 会 l a l p k a r a - v r t t j  ( 1 ) , 『 文 イ 磁 第 3 9 巻  1 ' 号 ,
昭 和 5 0 年 1 0 月
1 3 .  H e v a j r a - t a n t r a  に お け る  S a m a d h i  に っ い て ,  f 日 イ 1 、 年 ま 磁 第 4 1 、 号 , 昭 和 5 1 年
3 月
1 4 .  s a d a h g a - y o g a を め ぐ っ て , 『 印 U 、 る 刑 第 2 5 巻  1 号 , 昭 和 5 1 年 1 2 月 .
1 5 .  H e v a j r a - s a d h a n a  に っ い て 一 s a n t i - p a  の 理 解 を 中 , ι 、 に ー , 『 日 仏 年 報 』 第 4 2 号 ,
昭 和 詑 年 3 月
1 6 . 自 利 と 利 他 , 『 秦 隆 真 先 生 追 悼 論 文 集 』 , 昭 和 5 2 年 7 月
1 7 . 『 現 観 荘 密 妬 制 の 十 地 説 ( ー ) ・ ( ニ ) , 『 三 蔵 』 第 1 4 3  ・ 1 4 4 号 , 昭 和 5 2 年 9  ・ 1 0 月
1 8 .  b h u m i - s a m b h a r a  に っ い て 一 D h a r m a m 北 r a  に よ る ー ,  r 印 U 、 研 』 第 2 6 巻  1 、 号 ,
昭 和 5 2 年 1 2 月 .
1 9 .  P 兪 a m i t a - y 会 n a と m a n t r a - y 会 n a , 『 東 北 大 学 文 学 音 陌 Ⅱ 究 年 ¥ 磁 第 2 8 号 , 昭 和 5 4
年 3 月
( Ⅲ ) , 『 文 化 』 第 妬 巻 3 / 4 号 ,
2 0 . 『 N a y a t r a y a p r a d i p a 』 に っ い て ,  r f 畔 厶 研 』 第 2 8 巻  1 、 号 , 昭 和 5 4 年 1 2 月 .
2 1 .  A r y a - v i m u k t a s e n a  :  A b h i s a m a y 互 l a l n k a r a - v r t t i ( Ⅱ ) , 「 文 化 』 第 4 3 巻 3 / 4  号 ,
昭 和 茄 年 3 月
2 2 .  r M u n i m a t a l a 即 k 巨 , a 』 に っ い て , 『 印 U 、 研 』 第 2 9 巻 2 号 , 昭 和 5 6 年 3 月
2 3 .  A r y a - v i m u k t a s e n a  :  A b h i s a m a y a l a m k a r a - v r 比 i  ( 1 V ) , 『 論 集 1  第  8  号 , 昭 和
5 6 年 1 2 月
2 4
昭 和 5 7 年 2 月 .
2 5 .  A b h a y 会 k a r a g u p t a  の  H a r i b h a d r a 批 判 , 託 Ⅲ 厶 る 発 第 3 0 巻 2  号 , 昭 和 5 7 年 3 月
2 6 ' 死 , 中 有 ・ 再 生 に よ る 成 覚 論 一 『 A , o n a y a m a 負 j a r i 』 に お け る ー , 脂 兪 集 」 第 9 号 ,
昭 和 5 7 年 1 2 月 .
2 7 .  r M u n i m a t 会 l a m k 金 a 」 に つ い て ( 2 ) , 『 印 U 市 刑 第 3 2 巻 1 号 , 昭 和 認 年 1 2 月
0
28. Lcah skya rolpabirdo rje rDag yig mkhas pabibbyun 曹nasshes bya ba las
"ph献Phyin gyiskor"』,『密教文化』第146号,昭和59年3月



























44 4 .  A b h a y a k a r a g u p t a  『 M u n i m a t a l a , p k 五 , a 』 ( T e x t ) ( Ⅲ ) , 『 東 北 大 学 文 学 音 師 牙 究
年 報 . 1  第 4 1 号 , 平 成  4 年 3 月
4 5 .  A r y a v j m u k t a s e n a ,  r A b h i s a m a y a 1 且 I p k 会 r a v r t t U  第 Ⅱ 章 ( 2 ) , 「 塚 本 教 授 還 暦
記 念 論 文 集 』 , 平 成 5 年 3 月
4 6 .  A b h a y 巨 1 阻 r a g u p t a  と 『 M a d h y a m a k 五 1 0 k a , 1 , 「 宮 坂 博 士 古 稀 記 念 論 文 集 』 , 平 成
5 年 7 月
4 7 . 宗 我 の 超 克 一 大 乗 U 才 文 に お け る 生 死 一 , 『 人 問 そ の 生 と 死 』 , 平 成  5 年 1 2 月 .
4 8 . 『 A m n 会 y a n u s a r i o U  に お け る 十 六 空 性 説 に つ い て , 『 牙 イ 1 、 年 報 . 1  第 5 9 号 , 平 成
6 年 5 月
4 9 . 『 十 万 般 若 広 注 . 1  と 『 三 母 広 注 』 , 『 勝 呂 博 士 古 稀 記 念 論 文 集 』 , 平 成 8 年 2 月
5 0 . 『 六 十 二 見 』 説 に つ い て , 『 今 西 孝 対 受 還 暦 記 念 論 集 』 , 平 成 8 年 1 2 月
肌 . 三 母 と  A b h i s a m a y 会 l a m k 会 r a , 『 印 U 市 刑 第 4 6 巻  1 号 , 平 成  9 年 1 2 月
詑 . 波 羅 蜜 の 実 践 一 A b h a y 会 k a r a g u p t a  『 M u n i m a t 司 a m k 兪 a 』 第 二 章 , 井 公 長 博 士 古
稀 記 念 論 文 集 』 , 平 成 1 0 年 7  打 .
5 3 .  A b h a y a k a r a g u p t a  『 M u n i m e t 討 a m k 兪 a 』 ( T e x t ) 第 Ⅱ 章 , 『 東 北 大 学 文 学 音 師 牙
究 年 キ 磁 第 4 8 号 , 平 成 Ⅱ 年 3 月
5 4 . 『 M u n i m a t 五 l a m k 五 , a 』 第 三 章 ( 2 ) , 『 印 度 哲 学 オ 1 、 教 学 』 第 1 4 号 , 平 成 1 1 年 1 0 月
① , 『 戸 崎 愽 士 古 稀 記 念 論 文 染 』 , 平 成 1 2 年 1 0 月
5 5 .
ι ・
( 3 ) , 『 高 木 博 士 古 稀 記 念 論 集 ' 1 , 平 成 1 2 年 1 1 月
5 6
0
5 7 .  J a y 会 n a n d a 著 『 入 中 観 註 疏 』 に 引 か れ る < 2 2 種 の 発 心 > に っ い て , 『 圓 光 佛 学 学
報 』 第 六 期 , 平 成 1 4 年 1 月 ( 予 定 )
5 8 .  A r y a v i m u k t a s e n a  : 『 A b h i s a m a y 五 l a l ! 1 k a r a - v r t t i 」 第  1 章 ( V ) , 『 東 北 大 学 大
学 院 文 学 研 究 科 研 究 年 報 』 第 5 0 号 , 平 成 N 年 3 月 ( 予 定 )
Ⅲ . 口 頭 発 表 ( 学 会 報 告 な ど )
1 .  A  s t u d y  o n  t h e  c o m m e n t a r i e s  o f t h e  A b h i s a m a y 会 l a 真 l k 会 r a ,
8 t h  訊 1 0 r l d  s a n s k r 北  C o n f e r e n c e ,  A u g . 2 7 - s e p . 2 , 1 9 9 0 ,  w i e n
2. commentaries on the AstaS会hasrikaprajiiaparamitasutra,
11th congress ofthe lnternationalAssocitation ofBuddhist studies, Aug
1994, Mexicocity
3. Dalnstrasena's commentary on the three larger praj亘且Paramit会S,
10th world sanskrit conference, Jan.1997, Bangarole
4.インド後期U、教における般若経典(i諭鋤,
北海道印哲U、教学会第43回研究例会,平成Ⅱ年1月
5.アジア地城の共通基層文化としてのインド大乗U、教(講演),
第 3 回アジア文化研究会,平成11年11月,クァラルンプール
Ⅳ.書評・紹介
1.松長有慶著 D密教経典成立史論』(紹介),「論集』第7号,昭和55年12月
2.有用で信頼できる蔵外文献の刊行"見観荘厳i兪注疏』,『東方』第129号,平成3
年.12月
3.兵藤一夫著駒斐若経釈現観荘厳論の研究』,『イム教学セミナー』第72号,平成12
年10月
5
V 解説・評論等
1.「西蔵撰述佛典目録」・「西蔵大蔵経総目録・索引」,
『イム書解説大辞典』第13巻(増補 2),昭和53年1月
2.羽田野伯猷, rチベット・インド学集成』第二巻・第四巻「解説」
昭和62年]2月・昭和63年2月
3.「「西蔵大蔵経」(附属図書館所蔵)」,
1'広幸剛第165・号,平成7年3月.

